
■「星の会」は1994年10月22日に佐伯で生まれました。

■「星の会」は、不登校を考える親の会です。親以外にも不登校について

　　継続的に考えていきたい教師・個人も入会できます。

■「星の会」の例会は、大分で月に２回、別府・津久見でそれぞれ月に１

　　回開いています。また、ひきこもりを考える「アンダンテ星の会」を

　　3ヶ月に１回開いています。

■「星の会」は年会費2,000円です。（1月が更新の月）

■（例会には参加できなくても）会報を読むだけの会員も大歓迎です。周

　　りの方に拡げて下さい。
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星の会星の会
不登校を考える親の会

2012年５月24日(木）

（代表）加嶋文哉
〒876-0814

佐伯市東町12-15
0972-24-1669

第130号

★
★

★ （Ｅ-mail）ichibanboshi@hoshinokai.net
(U R L)　http://www.hoshinokai.net/

876-0814

佐伯市東町12-15

加嶋文哉　　様　0

名前につく「様」の後に

　0　の数字がある方は、未納です。　

 -1　の数字がある方は、納めています。

尚、間違いがある場合は加嶋までご連絡を。年会費は 2000円です

●会費は2012年の分だけで結構です。2011年以前の会費の徴収はしません。
◎振り込みは　大分信用金庫　渡町台支店　(普)　0228692　加嶋文哉　まで
　振り込み手数料は、会員さんの方で負担をして下さい。
◎加嶋宛に封書で郵送して下さっても結構です。その際は、外からお金が見えない工夫をして下さいね。
●「星の会」をやめたい方は、加嶋まで電話かメールかハガキ・封書等でご連絡下さい。
　長期に会費が未納の方は、退会の手続きをとらせていただくことがありますのでご注意ください。

会費

○大分例会　　７月７日（土）13：00～16：20
○大分例会　　7月29日（日）14：00～17：00
○別府例会　　７月７日（土）19：00～21：00　
○津久見例会　７月13日（金）19：30～22：00
変更する場合があるので、会報で確認して下さい

を納めて下さい

会費を納めたかどうか
はっきりしない方は…

封筒に貼られた
ラベルを見てください
封筒に貼られた
ラベルを見てください

次回
予告

月例会

■第97回　大分例会　（通算430回）　

○６月２日（土）　13：00～16：00

○大分コンパルホール　視聴覚室（４階）　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問い合わせ　安部さん　090-8223-8250

■第28回　別府例会　（通算431回）　

○６月２日（土）　19：00～21：00

○別府市社会福祉会館

（駅前青山通り　ホテル白菊の裏）　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○申込みは　西田さん　090-7389-1577

■第98回　大分例会　（通算433回）　

○６月15日（金）　19：00～21：00

○大分コンパルホール　306号室（３階）　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問い合わせ　中島さん　090-4516-3964

６

○６月８日（金）　19：30～22：00

○広浦公民館　

○参加費　会員は200円／一般は500円

○問い合わせ　戸高さん　090-9792-7317　

■第178回　津久見例会（通算432回）

ピンチはチャンス ⑥（最終）

学校信仰をのりこえる

親が、実感を持って「学校に行かなくても良いよ。」「安

心して家に居て良いよ。」と言うのは難しいです。なぜな

ら、これまで歩んできた自分の人生とは違う生き方だか

らです。周りに「そのまま社会に出られなくなる」など

の不安をあおぐ声があるからです。学校信仰をのりこえ

るのは、簡単なことではありません。

（前半略）　

「星の会」に初めて参加した頃は、私の悩みは「娘が学校へ行

かないこと」であり、そんな娘を「なかなか受け入れられな

いこと」でした。「星の会」に参加すれば、同じ苦しみを分か

ち合える人がいると思っていました。

　家のゴミ捨てに行っただけで「一人にしないで」と泣く娘。

洗濯物を干す私を、何度も「ちゃんとそこにいるの？」と確

認しに来る娘。昼間も、トイレに一人で行けない娘。些細な

事を全て不安に感じてしまう…。

　昨年の春から続く体の不調も良くなる様子もなく、鈍感な

私は、やっと「娘の問題は、学校へ行けないことなんかじゃ

ないのだ」と気付いたのです。本当はもっとはじめの頃に気

付いていたのに、学校への執着が強いあまりに、親でありな

がら娘の苦しみの本質が見えなくなっていたのだと思います。

そして、年末に小児精神科へ連れて行きました。そこで「分

離不安障害」の典型的な例であると診断されました。

　精神科へ行くことや学校に行けないことが何らかの心の障

がいのせいであることを認めたくない親もいると思います。

私の場合は、はっきりと「障がいあり」とみとめられたことで、

長年「なぜ？なぜ？」悩んできたことに答えが得られたよう

な気持ちになりました。障がいで車椅子を使っている子に、

無理に歩けという親はいないように、娘は学校へ行けなくて

も仕方がないのだと心底思えるようになり、医者に言われた

通り、娘の心の安心・安定を第一に考えるようにしました。

今までも、「学校に行かなくてもいいよ。」というセリフは、

何度か言ってきたはずですが、私の心が変わってから、同じ

セリフを口にした時の娘の様子が変わってきました。親が変

われば子も変わるって本当ですね。（後半略）

　数年前に戴いた手紙の中の一部です。子どもが「分離不安

障がい」であるかどうかが問題ではありません。大切なことは、

保護者が子どもの立場で考えて、「学校」にこだわっていては

子どもが壊れてしまうことに気づいたことです。長年悩み続

けた母親は、医者の診断をきっかけに一つのことに気づきま

した。それは、自分の不安は子どもを変える（学校に行くよ

うになる）ことで解消するのではなくて、自分の考え方を変

える（学校信仰をのりこえる）ことで解消するということです。

ピンチをチャンスにした一つの経験です。

プライバシーを守るために、一部修正しています。


